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龍
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（
ば
ら
組
））

　

最
初
は
、
こ
わ
い
話
だ
と

思
っ
た
。
で
も
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
お
い
だ
す
事
が
で

き
た
。
み
ん
な
で
協
力
す
る

と
、
大
き
な
力
に
な
り
、
す
ご

い
と
思
っ
た
。

原　

梨
紗
（
母
）

　

大
人
に
な
っ
て
読
み
返
す

と
、
違
っ
た
見
方
で
読
む
事
が

で
き
ま
し
た
。
ス
イ
ミ
ー
が
海

で
他
の
魚
に
出
会
う
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
色
々
な
人
、
物
に
出

会
い
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
く
ま
ど
く
は
、
大
切
な

家
族
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

（
生
涯
学
習
課
）

　

皆
さ
ん
に
も
お
す
す
め
し
た

い
「
く
ま
ど
く
本
」、
今
月
は
、

熊
野
第
一
小
学
校
と
保
育
所
ひ

か
り
学
園
か
ら
で
す
。

大
野　

こ
ま
ち
（
一
年
一
組
）

　

絵
本
に
出
て
く
る
言
葉
を
何

度
も
言
っ
て
い
る
と
別
の
言
葉

に
変
身
す
る
と
こ
ろ
が
好
き
で

す
。
特
に
「
お
お
か
み
」
の

ペ
ー
ジ
が
楽
し
い
で
す
。

大
野　

望
（
母
）

　

子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
が
少
な

い
毎
日
の
為
、
就
寝
前
に
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
の
時
間
を
と
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
絵

本
は
子
ど
も
達
と
「
せ
ー
の
」

と
い
う
か
け
声
で
一
緒
に
読
ん

で
言
葉
を
変
身
さ
せ
る
と
一
体

感
が
出
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
事
が
で
き
ま
す
。
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（
好
学
社
）

「
こ
の
本
、
よ
か
っ
た
！
」
（68）
、

（69）

『
へ
ん
し
ん
ト
イ
レ
』

作
・
絵　

あ
き
や
ま 

た
だ
し

 
（
金
の
星
社
）

入学を祝して

熊野高等学校

　若草が芽生え日増しに春が深まる４月８日
（月）、第43回入学式を挙行しました。県会議員
の先生方をはじめ，多くの御来賓の方々、保護
者に見守られ、140人の新入生が入学しました。
　スタイリッシュな濃紺の制服に身を包んだ新入
生達は、凛とした表情で入学式に臨みました。会場
は厳粛な雰囲気に包まれ、校長式辞、来賓祝辞が
続く中、新入生は緊張感と共に高校生となった喜
びをかみしめているようでした。神田校長は式辞
の中で「熊野高校の生徒として自覚を持ち、様々な
ことに果敢に挑戦し自らを鍛えてほしい」「基礎力
を身に着け，さらに深い学びに繋がっていくよう
勉学に励み、高い目標をもって高校生活を送って
ほしい」と述べ、新入生を激励されました。
　これから始まる高校生活において、心身を鍛
え、たくましく心豊かな人間に成長するよう、本
校教職員は一丸となって教育活動に専念いたし
ます。今後の熊野高校教育活動推進に御支援、御
協力くださいますよう厚くお願い申し上げます。

■問熊野高等学校　☎854－４１５５
「卒業式の様子」

みんなで見送る卒業式 やさしい自分づくり
～思いやりの実現～

熊野第一小学校 熊野第三小学校

　３月20日（水）に本校の卒業式が行われま
した。86人の６年生の卒業を祝うこの式に、
３～５年生が在校生代表として参加しました。
１、２年生は卒業式が終わるころに登校して
教室で式が終わるのを待っていました。卒業
式終了後、運動場で卒業式に参加していた３
～５年生と合流し、在校生全員で運動場の半
分を使って２列の「卒業の道」をつくりまし
た。そして、教室で最後の授業を受けてぴか
ぴかに輝いている６年生が、「卒業の道」を歩
いて正門に向かっていきました。特に１年生
にとっては、掃除や給食、活動班でお世話に
なった６年生。その６年生の姿を見て、別れ
を悲しみ、涙を流す子もいました。そんな６
年生との別れに心を動かし、悲しむ子ども達
の姿を見て、長年続けてきた学年を越えた縦
割り班活動が、子ども達の心を豊かにしてい
ると実感できました。

（学校教育課）

　熊野第三小学校では、昨年度「思いやりの
深化」に取り組みました。今年度は、目標を
「思いやりの実現」とし、子どもたちと教職員
が一体となって日々、自分を磨いています。
その「思いやりの実現」のために今年度も「あ
りがとうの木」を育てます。
　ねらいは、異学年交流を通して、児童相互
が関わり合うなかで互いのよさを認め合い、
全校児童が思いやりのある言動ができるよう
にすることです。
　「ありがとうの木」には、異学年交流（①
縦割り班活動②遠足③兄弟学年掃除④その他
学校生活等）で児童が「ありがとう」と伝え
たくなった言動をカードに書き、掲示します。
１学期は葉、２学期は花、３学期は実の掲示
をします。カードの内容は、昼の給食放送や
儀式朝会で定期的に紹介します。
　子たちの中に育った思いやりの気持ちが、
目に見える形で表れてくることを目指してみ
んなでがんばっていきます。

（学校教育課）

５／１　○○君へ
・・・ありがとう
　　６年１組○○

■時５月19日（日）
■所くまの・みらい交流館
▷受付‥9：00
▷開始時間‥9：30
■￥一般　1,500円、子ども　500円
▷競技方法‥Ａ級（三段以上）／Ｂ級（二段
まで）／Ｃ級（二級以下）　子どもの部
審判長　藤井　儀守
■申当日会場
■問日将連安芸熊野支部　津川
☎854－４５０２

　熊野町の文化を愛する皆さん、日常活動の
発表の場、地域の人たちとのふれあいの機会
として、この文化祭に参加してみませんか。
▷部門‥作品展示、芸能発表、バザー、その
他
■対文化を愛するグループ・個人
■時10月19日（土）、20日（日）
■所町民会館
■￥3,000円
■申５月31日（金）までに生涯学習課、各公民
館、交流館にある申込用紙に必要事項を記入
の上、お申し込みください。
■問町民会館☎854－３１１１

第40回熊野将棋大会

第51回筆の都くまの町民文化祭
参加者・グループ募集

－ 15 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/５月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'19/５月号　－ 14 －子どもの人権110番 ▢☎0120-007-110 広島法務局・広島県人権擁護委員連合会
いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権については　祝日を除く月～金　8：30～17：15

子どもは地域で守る！！『子ども１１０番の家』にご協力ください。
■申青少年育成くまの町民会議　事務局　生涯学習課　☎820-5621


